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1 6 2
『現象と秩序』誌の 7 回目の特集をお届けする． 

本誌では，折に触れ「特集」を組んできた．最初は第 4 号に「小特集：専門職教育にお

ける社会学」を掲載し，中澤秀雄，金子雅彦，和泉俊一郎，本郷正武，樫村志郎の各先

生から，大学における専門職養成に関して，各専門分野別に，社会学教育の意義・現状・

未来を多面的に論じて頂いた．ついで第 7 号に「特集：多文化異文化交流と学園都市的

食生活」を掲載し，研究資金を得て行った共同研究（助成タイトル「未来の学園都市－

世代間・異文化間・大学内外間交流の促進による健康で多文化共生的な学園都市的食生

活を，生協食堂における『健康栄養相談会のワークショップ化』を通して獲得する－」）

の成果を 3 本の論文にまとめて掲載した． 

以後も本誌は，第 8 号，第 9 号，第 11 号（特集 1 と特集 2 の 2 つの特集を掲載），と

特集を巻頭においた刊行をしてきたが，これらの特集には，大きく分けて 2 つの流れがあ

る． すなわち，第 1 の流れは，日本社会学会でのテーマセッションを基盤とした特集（第 4
号，第 8 号，第 11 号の特集 1 の各特集）であり，第 2 の流れは，研究資金を得て行

った共同研究を基盤とした特集（第 7 号，第 11 号の特集 2 の各特集）である． 

2 
前者の流れ，すなわち，学会大会でのセッションを基盤とした特集の流れには，

があるということができるだろう． 

たとえば，第 4 号や第 8 号の特集は，近代日本の大学における，旧帝大中心主義（文

学部哲学科社会学専攻中心主義ともいえよう）を乗り越え，社会学の中心と周縁の構造

を，周辺部分の活性の高さを活用する形で逆転させようという＜社会学革新運動＞的側

面があったということができるだろう．また，第 11 号の特集 1「学問の不可視の前提

を外して研究しよう」に関しては，上記の＜社会学革新運動 > に，＜方法的裏付け（周

辺的研究手法の意義を主張することで，中心と周辺とのポジション交替を図るような方

法的裏付け）＞
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を付随させることによって，革新への実態的裏付けを提供しようとした，と分析でき，

したがって，そこにもまた社会学革新運動的含意を読み取ることができるだろう． 

3 
これに対し，後者の流れ，すなわち，各種研究費での共同研究を基盤とした特集の流れ

には，学会での共同セッション的企画数の急速な増大に比して，雑誌媒体での共同研究

の総覧的発表機会が少ないままである，という現在の と

いう意義があるということができるだろう．

近年の日本社会学会大会でのテーマセッション数の急速な増大は，日本の学術世界が政府

の「イノベーション促進的学術政策」の影響を受けていることの証拠としての側面をもつ

ものである．というのも，じつはこの傾向は，日本社会学会だけではなく，他の諸学会で

も起きていることであり，更にそこには，「科研費改革 2018」等での政府の学術政策の方

向との方向的一致を見て取ることができるからである．我々は日本社会学会のテーマセッ

ション数の増大に先行して，日本質的心理学会大会での「会員企画シンポジウム」の増大や，

日本保健医療社会学会大会での「ラウンドテーブルディスカッション（ＲＴＤ）」の増大を

記録から確認でき，かつ，そのかなりの部分が「イノベーション志向的」であることを確

認できるだろう．

政府の「イノベーション促進的学術政策」によって，いまや個別の研究者は，単に既存

の研究領域内で自身の研究を位置付けるだけでなく，既存の研究領域の編成そのものを

革新する側面が，自らの研究の中にあることをも主張することを強いられてきている．

この目的に合わせて，諸テーマセッションが企画・開催されているのである（先行的変

化は，研究助成金の枠組において生じていたというのが，樫田の見立てである．2026 年
春刊行予定の 創刊号に関連記事を掲載する予定である）．

その一方で，学会誌という論文掲載媒体の部分では，助成金をもらってのイノベーショ

ナルな活動成果の総体を学術誌に掲載して示す，という機能を果たすような方向での変

化は十分には生じていない，という「欠損状況」が存在している．そこに，本誌のよう

な学会機関誌ではない学術雑誌の存在意義がある，ともいえよう． 

4 
紙数が尽きてしまった．今回のショッピングリハビリ特集は，上記の 2 つの流れが合流

して成立している．第１に本特集は，摂南大学での第 76 回関西社会学会大会の自由報告

部会での連続報告（樫田報告，加戸報告，堀田報告）を基盤としている．第２に本特集は，

日本学術振興会科学研究費（挑戦的萌芽研究，課題番号 23K17573）を基盤としている．

そして，これまでの本誌の特集と同様に，社会学が学際性に開かれたものであることを訴

える特集としての側面と，ショッピングリハビリ研究が，研究の「イノベーション」に繋

がるものであることを訴える特集としての側面の両方をもっている．熟読玩味してほしい．
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